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はじめに 「コロナ禍」の次の「南海トラフ巨大地震」に備える 

コロナ禍は発生から 3 年を迎え，間もなく終息する。コロナ禍での教訓は，三つの密，お

よび，都市集中の危険性であり，その解決策は，デジタル社会の実現であるということであ

った。 

次の国難は，2034 年 3 月まで

に発生する危険性が高いとされ

る「南海トラフ巨大地震」である。

その際，巨大地震と津波によって

発生する大量の避難民を受け入

れることが必要となる。そのため

の準備として，災害を免れること

のできる中山間地域は，避難民が

居住できる施設を整備できるほ

どに地域を豊かにすることが必

要となる。その目的を達成するために不可欠となるのが，「循環型デジタル地域社会」の構

想プランである。 

Ⅰ 循環型デジタル社会の必要性 

１．諸悪の根源としての循環の停滞 

(1) 血流の停滞が「万病」の原因 

循環が必要な例として，最もわかりやすいのが，「血液循環」であろう。血液が停滞（う

っ血）すると，病気になる。病気の治療は，最終的には，血流の確保である。 

(2) 労働生産性の停滞が「賃金の伸び悩み」の原因 

仕事が停滞すると労働生産性が低下する。日本の労働生産性の低さと労働時間の長さは，

先進国で最低水準にある。生産性を高めるにはペーパーレス化，デジタル化が必要である。 
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(3) 経済の血液としての通貨の停滞が「失われた 30 年」の原因 

経済の血液とされる「通貨循環の停滞」が，わが国の失われた 30 年の原因である。金持

ちはカネを貯めて使わない。年金不安が高齢者だけでなく若者の消費を減退させている。 

２．通貨の好循環による経済の再生 

(1) 期限付きデジタル通貨による循環の実現 

生鮮食品は，必ず流通する。カネが停滞するのは，腐らないからである。カネを腐らす仕

組みを作れば，カネも循環する。その仕組みが期限付きデジタル通貨の発行と流通である。 

(2) デジタル通貨の発行益による信用創造（現代貨幣理論） 

通貨は，中央通貨であれ，地方通貨であれ，税金によって担保され

ている。税金の担保がある以上，税収を増加する仕組みを作っておけ

ば，通貨の発行に制限は無用となる。コロナ禍で国家が赤字を増やし

ても，何の問題が生じなかったことが，そのことを証明している。 

(3) SDGs と難民対策の同時実現 

誰一人取り残されない社会，貧困をゼロにする社会の実現を唱って

いるのが SDGs である。多くの中山間地域が SDGs を実現目標としている。さらに，南海ト

ラフ巨大地震の被災を免れる地域は，被災難民を受け入れる必要がある。避難民を受け入れ

る準備を整えることを通じて，これらの地域は，①地域の発展，②貧困の撲滅，さらに，③

難民受け入れを同時に実現することができるようになる。 

Ⅱ 循環型デジタル社会を実現するための条件 

１．ヒトの循環…リーダーの養成と交代の義務化 

権力は腐敗に向かう。ウクライナ戦争がそのことを証明している。リーダーに対しては，

後継者の養成と短期間での交代を義務付けなければならない。 

２．モノの循環…デジタル ID によるモノの情報化 

モノの循環を確保するには，トレーサビリティの確保が必要である。すべてのモノに ID

を振る技術を活用して，モノの情報化を促進しなければならない。 

３．カネの循環…トークン型デジタル地域通貨による信用創造 

カネの循環を確保するには，通貨に期限を付与ればよい。すでに，わが国で最も利用額が

大きい預金通貨（預金債権）には消滅時効が付与されている。デジタル通貨にも増加には 1

か月の，減価には 5 年の消滅時効を付与すれば，必ず循環する。しかも，増価分は，税金で

担保されるので，膨大な信用創造が可能となる。 



 

3 
 

Ⅲ 循環型デジタル地域社会を実現するための戦略 

１．デジタル地域通貨の発行によって相当額の信用を創造する 

デジタル地域通貨を，例えば，1 万円で 1 万 1,000 円の地域通貨を発

行する。ただし，1 か月間その通貨を利用しないと，元の 1 万円に減価

する。そうすると，利用者がデジタル地方通貨を短期間で利用するよう

になり，その結果，経済が活性化し，税収も増加する。5 年間利用しな

かった分を，失効することにすれば，カネの好循環も，税収の増価も同

時に実現できる。税収の増加分は，貧困・難民対策，女性支援，教育に

支弁することを義務付ける。 

２．ブロックチェーンを使った ID によって，すべてのモノをデジタル化する 

モノの流通は，ブロックチェーンを使った ID の付与によって実現できる。すべてのモノ

に ID を付与することによって，流通の停滞を早期に発見し，流通を促進することができる。 

３．すべてのモノ・カネの動きをトレースし，循環の停滞を解消する 

デジタル地方通貨による信用創造によって実現し，先立つものとして必要なカネだけで

なく，モノにも ID を付与することによって，すべてがデジタル化される。そうすると，ト

レーサビリティが確保され，流通の停滞を解消することができる。さらに，リーダーの交代

を義務付けることを通じて，腐敗の防止も実現できるようになる。 

おわりに 

諸悪の原因は，循環の停滞である。停滞を解消するためには，モノ，カネに ID を付与し

てデジタル化することによって循環をコントロールすることが必要となる。すべてがデジ

タル化されると，労働生産性が向上し，経済も暮らしも豊かになる。これを実現するのが，

これまで述べてきた「循環型デジタル地域社会」の構築プランである。 
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